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機械加工料教材の編成

｜
・
・
弓
『
‐
Ｆ
印
し
肉
・
』
思
曰
回
酬
（
■
助
脆
呵
曙
白
痴
氏
田
園
豆
刹
Ｐ
、
専
門
亜
幻
』

現代の機械工場の製造現場では，科学技術がめざましく発展してきたことか雪ら，

ＮＣ工作機械はもちろんマシニングセンタ，ロポプト，専用機械など高度化さ'した榿

械設備が配置され'高精度な製品が次々と能率よく生産されています。

このよう鞍機械設備に対応し，より良い製品をつくっていくためには。工作樟捻を

中心として，機構工作法・材料一機械製図一工作測定などの基礎的を知識をよく理解

して身につけなければなりません。

この講座は，技能検定試験の基準細目に準こた１．２経技１Ｍ:士コース「機械iﾛｺこ科」

学科試験の知識が習得できることを目標としています。技能検定「桟桧加工科」は，

工作機枝を抜う上で習得すべき基礎的な知識を輻広<問う内容となっているため。技

能検定にチャレンジすることによって，「1綾技能士」「2騒技龍士」の資格を拝ろこ

とができると同時に，必要ときれる輻広い基礎知識を習得することができ菫す。

またテキスト催，技能検定にチャレンジちれる方が自学自習しやすいように，教の

ような方針のもとに輻集しました。

１）実際の現場で使用されている機械一工具などについては，それらの種類-檮造・

取掻い方などをわかりやすい図で簡単に説明した。
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(5)深穴ポール匙1-24
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(2)床上形1-25

[3）プレーナ形1-25
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(5)形削り聾r２６

(6)平削り愛1-28
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１－１．８研削蓮l-33

n）１１筒研削鐘１－狸

（２）『能研削鐘1-35

（３）ｈ面研削聾１－弱

(4)，Ｆ面]UfIIiU壁１．３６

（５）やなし研削盤1-38

（６）ジグ研削盤1-39

（７）十の他の研削盤１－３９

１．ユ.９歯切り盤１－４０

（１）劇成法による歯切り」-40

（2〕屋形法による歯切り１－４１
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（１）ｊｆ盃加工椿１－蝿

（２）ワイヤカプト放電ｍＴ橇１－５０

１－１，１７電解jTI1T稔

（１）電解加工1-50

（２）電瀞研削Ｉ－５１

ＬＬｎ電子ビーム加工機1-52

１．１．１９レーザ加工機1-53

1-2裁疸制御エイl讃棲１－弱

l-Z-1数値制御１－５６

（１）三攻元の表し方１－５６

（２）瓦Cとコンピュータの違い1-56

(3)ＮＣ工作機械の特徴１－５７

１－２．２送りのしくみと制御1-錦
(]］工作機械の案内面１－５８

②リニアガイド１－５９

(3)送りとサーボ機構のＬくみ1-60
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(5)グローズドループ方式1-62

１．２．３送りのメカニズム１－岡

【ｎ回転数の検出1-⑬

(2)ポールねじエー“

（３）ピッチ誤差の補正１－６５

(4)設定単位１－６６

(5)バプクラプシ補正1-65
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(1)パルスの出力1-67

(2)同期したバルスエー６７

(3)客種の補間ｌ－６９

Ｌ２－５座標袷の定義1-71

(1)図面と擬撞動作l-71

(2)座標軸と運動の記号1-73

１．２－５プログラムと擴械の動作1-7.

(1)プログラミング１－７６

(2)サンプルプログラムの動作エー７６

(3)ＮＣの機能１－行

(4)プログラムの方式１－８１

(5)固定サイクル１－８２
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(7)ＮＣマクロユー８４

(8〕異なる機械でのプログラム１－８４

１．２－７フライス系ＮＣ工作撮械1-85

(1)ＮＣフライス麹：1-85

(2)マシニングセンタ（ＭＣ）１－８５

(3)．立形と横形の違い1-86

(4)自動工具交換装置（ＡＴＣ）１－８７

(5)自動計測・自動心だし1-91

(6)五百加工機１－９１
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（１）殖i所削鍾ユーＷ

（２）崎研削盤１－９６

（３）ｆの他の研削愛１－９８
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（１）ツイストドワル1-111
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（３）ドゾルの材料ｌ－１Ｉ３
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1.3.4研削砥石1-118
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L4切削油剤の種類及び用途1-125
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(1)切削油剤の必要条件1-125
鰹切削油剤の効果と具備条件1-126
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F.（２）油性向上剤1-127
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（４）冷却作用1-127
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（７）反溶着作用1-131

１．４．３切削油剤の種類及ZF用途

（１）下水溶性切削油剤1-133

（２）水祷性切削油剤1-133

（３）その他の切削油剤1-1霧

１－４－４切削油剤の遷択1-136

（１）切削の場合1-136

（２）斫作の鰐合1-137

Ｌ４－５切削油剤の取り扱い１－

（１）切削油剤の使い方１－ｴ３７

（２）老化の防止】－１鋼

（３）衛生管理1-138
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ａｉジ矢取付け具２－３

ｚ､1.1ジグァ取付け具一般２－３
｡】目的と分鶏２－３

（二）検討すべき事項２－６

己_』_２月J羽Htiけ具２－６

｡）碇愛用２－６

（２）ポール型，フライス愛，マシニングセンタ（ＭＣ）用取付け具2-10
２－１.ヨエ作物の取り付けと調整２－１４

（１）工作物の平行出し２－１４
（２）位置決め２－１５

２．１．４ジグ，取付け其の材料２－】８

２－］､５ジグ「収fすけ具の具備すべき条件２－１９
（１）ジグ製作の原則２－１８
（２）尾愛用２－１９

（３）謂一ル鍵，フライス盤，マシニングセンタ（Ｍ･用２－２０
（亜）マシニングセンタ（ＭＣ）用Ｚ-割
（５）ニニツト擁成用工fiF機種２－２６

２．２二作と測定２－２８

２－２．１測定と検壷２－期

（１）直接測定，比較測定，間接測定２－２９
（２）単位系２－３０

（３）涜定誤差２－３０

（４）涜定器の感麗と精度２－３１
(5)測定値の表し方Ｚ－３１

(5)測定に躍雰す愚諸条件２－３２
(?）アプベの法則２－３４

２－２－２長さの測定２－３５

(1)漂準尺２－３５

(2)スケール２－３５

(3)パス２－３５

（４）ノギス２－３６
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(6)水準器２－６２

(7)オートコリメータ２－６４

(8)直角定規と円筒スコヤ２－６５

(9)テーパの測定２－６５

２．２．８講邦の測定２－６７

(1)轄祁ゲージ２－６７

(2)輪郭投影機２－６８

(3)測定顕微鏡２－配

２－２－９表面粗菩の測定２－６９

(1)表面粗さ２－６９

(2)粗ざの測定方法２－７０

(3)粗苫の表示２－７０
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(5)這面性状の図示法２－Ｚ

（６）ｆｉ干渉法２－だ

２．屋・１０形状及び位置の精度の測定２－７６

（１）￥面函及び真直度の測定２－７６

に），錘による測定２－７７

（３）劫干渉２－７８

（４）望円度及び打荷度の測定２－７９

（５）崎度の測定２－８０

⑥廓度の測定２－２０

(7)引行度２－帥

（８）三次元測定器２－８１

２－２＿】［ねじの測定２－８２

（１）わにの聞定要素２－８２

②カヒゲージによる検迂２－８４

（｡）童画じの機捻的認定２－８５

（４）＝il注２－８６

.（５）釣包じの測定２－８６

２．３湊王装趣２－８７

２－３－１油圧の標要２－８７

（１）油Ｅとは２－８７

（２）抽圧の時騒２－３８

２－罫。２油圧に関する流体の基礎２~８９
(1)密度Ｚ-89

(2)粘性２－８９

(3)圧諾性2-9(〕

に）粘度措数２－９０

(5)圧力２－９１

(5)パスカルの原理２－９１

(7)違読の式２－９２

(8)ペルヌーイの定理２－９３

(､）層流と乱流２－９３

⑪エネルギ損失２－蝿

叩油圧特有の現象２－９６

２－３．３油圧で使用される油２－９６

ｸﾞ油圧（作動油）の機能と必要な性質 瑁山時
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1

２．３．６油圧シーケンス制御回路と菖理式

(1)Ａｌ、回路２－ｴＩＢ

(2)ｏｎ回路2-118

(3)ＮＯＴ回路2-119

(4)NOR回路2-119

(5)ＮＡＮＤ回路２－１１９

(6)順序回路，シーケンス回路2-120
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醤 章 鍵轤緬工法

学習のはじめに

旋護は多くの工作機械の中で愚も多用されている，実競のある工作機械です。旋

鑑による加工を旋盤加エ，または，旋盤作業と呼びます。旋盤加工では主軸に工作物

を取り付けて回転させ，これに同定した工呉を当てて切削を行い，円筒状の部品を製

作します。したがって厩工作物を回転させて切削するという意味で,旋盤加工を「碇削」
と呼ぶこともあります。

本章では工作農械の原点である旋盤の構造や種類を理解することから始まり，工具
の使い方や各種加工方法，吾らにはこれらの些本となる切削加工技術について学びま

＿’
す。
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（３）三相誘導電動橇の栂造５－５７

（４）三祖誘導電動提の回転速度5-5s

（５）三相誘導電動榛の始麺方法５－５９

（５）三相誘導電動機の回転方向５－６２

(7)三相誘導電勤鎧の回転速庇馴仰５－６３

5-10.3バルスモータ（ステツピングモータ）

（１）バルスモータとは５－６６

（２）パルスモータの用途５－６６

５．１０．４サーボ掻構５－６６

(1)サーボモータ５－６６

（２）電気方式による分類5-66

5.11＝画室侯窒息電気毎器５－５７
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5.11.1王回路と制御回路５－６７

5.11.2ヒューズ5-58

５．１１３手勁開閉器５－６９

(1)ナイフスイッテ５－６０

(2)配線用達断器忌-70

値）漏趣追断器忘-71

５」Ｌ４駐岡:［接駿器，サーマルリレー，篭建開閉器

(1)電磁接験器５－７２

(2)サーマルリレー（熱動形過電流継髄器）５－７３

(3)電磁開閉器５－７３

仏）llWlHI器に共通する事項５－７４

】｝』】｝

名
■

一
旦

露塞

￣＝

5-mし

籔鍵

鑿5Ｊ２制御用電気握器５－７５

５．１２１継電器（リレー）５－７５

5.12.2タイマ５－７６

（H）アナログ式タイマ５－７７

（２）デジタル式タイマ５－７７

5.12.3ソレノイド5-78

5.ｍ自動制御５－８０

5.13.1自助制御の種類５－８０
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［Ｉｊｌシーケンス制御５－８０

【。フィードバック制釦5-80

.3.2シーケンス制御回路に使う接点の種類5-8］
（ユＩａ接点OIO）５－８１

（二ｌｂ接点（ＮＣ）５－８１

【＝IC接点（COM）５－８１

（罰‘接点の図記号５－８１

岳｣3.3シーテンス制御の基本回路５－８２

［〕）ＯＮ回路５－８２

膣〕OFF回路５－８２

（３）ＡＩＩＤ回路（直列回路）５－８２

(4)０Ｒ回路（並列回路）５－８３

(5)ＮＯＴ回路（反転回路）５－８３

(6)自己保持回路（セルフホールド回路）５－盤
(7)インタロック回路（相互鎖錠回路）５－８５
〔章元問題〕５－８８
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6章安全錠と管理・…｡---.--･･･…･･----.…･…---.･…･-.-.---.…･･-..--.-.---..-.---.-.-....5-1

6-1安全衛生管理の基本６－３

５］､１安ｈ全衛生管理組織６－３

(1)騒括安全衛生管理者６－３

(2)安全管理者６－４

(3)漸生管理者６－４

【4）選業医６－５

(5)安全委員会，衛生委員会６－５

６．１．２安封斬生管理計画６－６

(1)安全徳生管理計画6-6

に）安全作業標準6-6

13）作業標準の作成６－７

（４）作業標準の運用６－８

６．１．３労働安全衛生法l則係法令に係る安全衛生点検６－９
(1)安全衛生点検６－９

世）安全時生点検表の作成６－９

6－２１

６－２４機械設爾管理上の安全措腿６－２２

（１）規格に適合喜し鞍い機械等の使用禁止６－２２

（２）安全装旺に対する作業者の遵守事項6-2段

（３）運転開始の合図６－２２

（４）そう雌等の場‐合の運転停止６－２２

（５）年少者及び妊産婦の就業制膜６－”

（６）葹気機械器具等の点検補修６－２３

（７）機械IIBの通路６－２３

［B）作業床の設置5-23

（９）作業者の服装６－群

⑪設備計画の届出6-24

5.3安全斫牛管理の各論６－２５

６．３．１工作機械の安全６－２５

（１）一般的なエ作機械の安全６－２５

（２）＃極工作機械の安全６－２５
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蕊
５．３.Ｚプレスの安全６－２６

１】）プレスの安全対策６－野

【2）プレスの安全装置６－２７

６．３．３研削愛の安全6-28

6-3-4手工具および動力工具の安全６－２９
k）手工具の安全６－２９

値）動力工具の安全５－３１

５．３－４芯気による危険の防止６－３２

ｎ電撃の危険性と安全限界6-32
f2I安全電圧6-34

5.3-5電気援械詮具の安全６－３４

（'）電気儂績器具の囲い￣６－３４

（１）婿電による感透の防止６－３５

６－１安全衛生管理に係わる事項Ｂ－３６

Ｌ４－ｌ燵燵と爆発６－３６

〔Ｉｉ用語の宣義６－３６

（２１繍焼（爆発）の３要素６－３７

（3ｉ墨尾．６－３７

曰,４－２荷役作業における危険の防止６－４０
口；荷役fi三業の基本的事項5-40
［s;・人力運搬６－４０

（３）クレーン６－４１

（４）王掛け６－４２

(5)玉掛けワイヤロープの吊り角度による張力の増加５－４３
６，４．３作業環筏６－４５

（１）作業緊境管理６－４５

(2)気碩お上耐英気６－４６

(3)有機溶剤中毒の予防６－４７

(4)採光・照阿６－４８

(5)温度および湿度６－４９

６－４．４ガス溶接一椅断作業６－５０

(1)アセチレンおよび酸素ボンベ６－５０

(2)溶接および溶断作業と火災爆発防止６－５０
(3)保謹具６－５０

5-5ｕ

６－５４

６－５５

掃・清潔の係;寺６－５６
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品質管理

一室一凶

１
１

＝ｆ

韓
ロ

－学習のはじめに－

品質管理とは，最も経済的な，最も役に立つ。しかもお客が満足して買ってく

れる品質の製品を企画。開発し，設計し生産し，販売し，サービスするという

ことです。

品質管理を進めるうえで大切なことは，「事実に些づいて判断し,行動する」

ことですが，この事実をだれにでもわかる共通の言葉で表したものがデータです。

君たちが取り扱うデータには計量値と計数値がありますが，それを単に見思だ

けでは，どのような意味をもっているのかは判断できません。しかし，統計的手

法やＱｃ手法を活用すると，データの意味力読み取れ，それによって的確左処置

がとれたり，また判断することができます。

ここでは，品質管理の考え方と，グラフーパレート図・ヒストグラムーチニツ

クシートー散布図一層別・管理図などのＱｃ手法の使い方について学習します。
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機械加工科教材の編成
7章機械構成要素……-.-.-.--.--.-.-.……-……･一･･･…--･…..…･･--.-.-…･････…･･･…・・…･･7-1

テキスト レポート
僻

章立て
7－１ねじ７－３檸

慧
蔦
掌
農
譲
５

1章エ作機械加工－段（１）1か月目

(Ｔｌ）
専｜凪I囮’ ７．１．１ねじの基礎７－３

（１）ねじとは７－３

（２）ねじ各部の名称７－３

７．１_２ねじの種煩・形状及び用途７－５

（１）ねじの種類・形状及び用途７－５

（２）ねじの基本規格７－７

７．２ボルト・ナット，座金７－１１

７．Ｚ１ポルトーナゾト７－１１

｡）ボルト７－１１

に）ナット７－１４

（３）止めねじ７－１４

７－２－２座金７－１５

７．２．３ボルトによる諦結の保全７－１６

（１）ねじのはめあいの長さ７－１６

（２）ナットのゆるみ止め７－１６

（３）ポルｆ‐ナットの固着の原因と対漿７=２０

（４）園志したポルトーナソトの外し方７－２０

（５）ねじの締付け方法７－２１

(6)ねじの破壊と防止対策7-23

7.3リベット鮭手７－２５

７．３．１リベット７－２５.

（１）リベプトの種類７－２５

（２）リベット⑪長き７－２５

（３）リベット締めとコーキン７－２６

7.3.-2リベット継手の種類７－２６

７．３．３リベット継手の強き７－２７

（１）リベットのせん断７－２８

（２）リベット穴の間の板の間係７－２８

(3)リベット継手の効率７－２８

2章．工作檮械加エー般（２）
宙’

｡=+'．
…

2(親目|ｮ章…工法編｜|図

4章品質管理
３か月目

(Ｔ３）
回 5章電気一般

6章安全衛生管理

7章機械構成要素４か月巨

（Ｔ４）
画

殻 8章潤滑及び給油

編 9章機械エ作法５か月目

（Ｔ５）
固

10章材料一般

11章力学及び材料力学６か月目

（Ｔ６）
m’

12章製図

`テキスト レポ･‐卜 立て

u」

回

1か月目

(Ｔ１）

1章工作機械加工…段（１）

2章．エ作I賞械加工・股（２）

２か月目

(T２ｊ
3章旅篭加工法

般

煽

回

[4］

Eｌ

回

３か月目

(Ｔ３）

４か月目

(Ｔ４）

５か月目

(Ｔ５）

６か月目

(Ｔ６）

理一
宮

理
般
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管
一
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一
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機械椅戊要素

潤滑及び給油

機械エ作法

10章材料･･段

11章力学及び材料力学

12章製図
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（５）０リング７‐４８

（６）ガスケット７－盤

７．６キー。ピン･コック・スプライン７－５１

７．５.エキー７－５１

１１）沈みキー７－５１

（２）接線キー7-5］

（３）半月キー７－５１

￣７．６．．２ピン７－５２

７，６，３コツタ７－５３

７－６－４スプライン７－５４

フ.７歯車７－５５

７．７．１歯車とは７－５５

７．７．２歯車の種類７－５５

（１）２軸が互いに平行である歯車７－５６

（２）２轄が一点で交わる歯車７－５７

（３）２軸が平行で転<交わりもしない謹車７－５７

７．７．３歯車の歯形７=5８

７．７．４歯車各部の名称７－６０

（１）ピプチ円直径とピッチ７－６０

（２）モジュール７－５１

（３）歯先円と歯底円７－６１

（４）歯末のたけと歯元のたけ７－６２

（５）歯厚と歯輻７－５２

（６）圧力角７－６３

７－７．５歯車の保全７－６３

（１）かみあい率７－６３

（２）バツクラツシ７－６３

（３）歯形の修正７－６４

（４）転移平歯車７－６４

７．７．６歯車列7-65

7.8巻掛け伝動７－６７

７－４軸と軸接手７－３０

７．４．１軸とその種類７－３０

（１）作用する力による分類７－３０

（２）形状による分類７－３０

７．４．２軸の安全７－３１

（１）変形７－３１

［2）袖径７－３１

（３）危険速度７－３２

（４）軸および軸まわりの取り扱い７－３２

７－４．３軸継手７－３３

（１）固定軸継手７－３３

（２）たわみ軸継手７－３４

（３）伸縮軸継手７－３５

（４）自在軸継手７－３５

７．４－４クラッチ７－３５

（１）摩擦クラッチ７－３５

（２）かみあいクラッチ7-36

7.5軸受７－３７

７．５．１軸受とジャーナル７－３７

（１）ジャーナルの種類７－３７

(2)軸受の種類７－３７

７．５．２滑り柚受７－３８

(1)ラジアル軸受７－３８

(2)スラスト軸受７－４０

７．５．３転がり軸受７－４０

(】）転がり軸受の種類７－４１

(2)転がり軸受の取付け７－４３

(3)転がり軸受の回転数の限界７－４４

７５－４密封装置（シール）７－４５

(1)非接触シール７－４６

(2)メカニカノゼシール７－４６

(3)オイルシール７－４７

(4)パツキン７－４７

下

７－８－１－ベルト７－６７
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（１）平ベルト伝動７－６７

（２）タイミングペルl･伝動7-69

（３）Ｖベルト伝動７－７０

７．８－２チェーン伝動７－７１

７．９摩擦伝動装置;･無段変則装匿７－７２

７－９－１摩擦伝動装慨７－７２

（１）円筒巌擦軍７－７２

(2)円すい摩擦車７－７３

７．９，２黛段変則装置７－７４

（１）摩擦車による無段変速芸遥７－７４

（２）Ｖベルトによる堯段変速機７－７４

（３）リングコーンによる蕉段変速橇７－７６

（４）トルクコンバータによる簔段変速７－７６

７－１０リンクとカム７－７７

7.10.］リンク機擁７－７７

［I）てこクランク機構７－７７

（２）ｉ可クランク慌孵７－７８

（３）両てこ機機７－７９

（４）倍力装置７－７９

７－１ｑ２スライダクランク榿描７－８０

（１）往復スライダクランク機構７－８１

（２）橋動スライダクランク.践構７－８１

（３）回りスライダクランク桧極7-82

7-10.3カム７－８３

（１）カムの種類７－８３

（２）カム線図とカムの形状7-85

7.11管と菅継手７－８６

7.11.1管７－８６

（１）管の狸類７－８６

7.11.2管継手７－８７

（１）ねじ込み式管継手７－８７

(2)フランジ式管継手７－８９

（３）仲縮管継手７－８９

７－]1.3配管の保全７－９０

７－１２バルブとコック７－９２

7.12.1パルプ（弁）７=９２

（１）玉形弁一アングル弁７－９２

（２）仕切弁７－９３

（３）バタフライ弁７－９３

（４）逆止め弁７－９４

（５）達し弁７－９４

7.12.2コック7-95

7-1ｺばね・ブレーキ７－９６

7.13.1ばね７－９６

【】）ばねとは７－９６

（２）ばねの種類７－９６

（３）ばねの用途７－９６

(4)ばねの材料７－９６

（５）トーションバー７－９８

7.13.2ブレーキ７－９８

（１）ブレーキとは７－９８

（２）ブロックブレーキ７－９９

(3)ドラムブレーキ7-100

(Ⅲ）ディスクブレーキ7-101

(5)帯ブレーキ７－IOl

(6)電磁ブレーキ7-101

〔章末問題〕７－１０２

一．￣・筥

蕊



□
し
ｊ
廿
正
・
ｆ
ｄ
Ⅳ
Ⅱ
Ｌ

、日ソ『

ｌ１ｉ
Ｌ､；

Lr1ji
鼠鑪

（１）潤滑管理の進釣方８－２８

(2)潤滑管理の適正給油８－３１

８．５．２洞滑箇所の点検と保全８－３１

(1)潤滑油の劣化の原因と更抽8-31

（２）劣化の防止対策８－３２

(3)潤滑油の浄化８－３３

〔章末問題〕８－３４

8章潤滑及び絵油・･･･-………-…………..…．……….…． ｡…･｣･…････---8-1

８－Ｆ潤滑８－３

８.Ｌ１問滑の目的３－３

８－１．２潤滑の撮構８－４

（１）瀞り軸受の潤滑８－４

（２）転がり軸受の潤滑８－５

（３）潤滑とその効果８－５

８．２潤滑剤８－６

８２．１洞滑剤の分類８－６

（１）耀加剤８－７

（２）間婿抽の性状８－８

８．２－２潤滑油の種類3-1m

（１）鉱物油〔石油系）８－１１

（２）動物油系，植物油系８－１２

（３）混成潤滑油８－１３

（４）潤滑柚の選定８－１３

８．３グリース８－１４

8.3.1グリースの用語８－１４

８．３．２グリース潤滑の特巌と種類８－１５

（]）特徴８－１５

（２）種類８－１６

８－３－３グリースの充填通および補給堂8-19

8.4給油法の分類８－２０

８．４．１潤滑前の給油法8-2ェ

（１）全損式給油法８－２１

（２）反復式（回収徹環式〉給油法８－２４

８．４２グリース洞滑8-26

8-5潤滑管理８－２８

ざくいん

8.5.1潤滑管理とは８－２８
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－学習のはじめに

家庭においては自動車や電化製品『産業においては工作機横や産業用ロボット

などの各種生産機械など，猛たちの回りには’いろいろな機械があります。これ

ら機械は，機能に適した数多くの部品が使用ぎれ？機能を満足するように構成さ

れています。どのような機械にも共通して使われる部品を総称して榿械要素，あ

るいは機械構成要素とし:います。

主な機械要素としては，締結要素（ボルト・ナット，リベットなど)．袖・軸

受要素（軸・軸継手一軸受，キー唾ど)，伝動要素（歯車・プーリなど)，運動変

換要素（リンク・カムなど),配管関係要素（管~･管継手・パルプなど)，ボリ勤一

緩衝関係要素（ばね・ブレーキ）などの要素があります。

ここでは，各種機械要素の種類・形状・用途および保全について学習します。
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（１）ねじの呼び12-74

（２）ねじの等級12-74

（３）ねじ山の巻き方向］2-75

12.9.Ｚねじの図示法12-78
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Ｆ学習のはじめに－
すべての機械は,外部から仕事をきせるためのエネルギを受けて運動し，外部

に力を加えて有効な仕事をします。

したがって，機械は目的に応じた運動を行うための機構と恋っていることと，

退勤をしても破壊しない抵抗力の大きな材料で樋成されていなければなりません。

機械について理解するには，力や運動などの援構と，機械各部を構成している

材料･の強さや変形についての力学を知る必要があります。

ここでは．力の合成と分解,運動，仕事とエネルギ，および材料力学の基礎で

ある荷重の麺類，応力とひずみ，鞘のねじりなどについて学習します。
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